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スマートフォン1台で全国52万停留所をス
マートバス停にアップデートする情報提供

サービス「スマホdeバス停」をリリース
株式会社 マイキー(本社 :神奈川県横浜市青葉区、代表取締役社長 :水口真寛)は、画像認識
技術を利用して全国52万か所にのぼるバス停をアップデートし、スマートバス停化するスマート
フォン対応の情報提供サービス「スマホdeバス停」をリリースしました。

「スマホdeバス停」とは

「スマホdeバス停」はバス利用者がスマートフォンでバス停を撮影することで、さまざまな情報に
アクセスすることが可能となる情報提供サービスです。また、バス停がない場所であってもバー

チャルバス停の設置が可能となります。

バス事業者側で新たなデータ整備を行う必要がなく、導入にあたっては自社Webサイトにリンク
を設置するだけの簡単設定です。

バス事業者だけでなく鉄道事業者やローカル線にも対応が可能となっており、MaaSへの活用に
も最適です。

広告収入の確保や新たな集客の手段として、さらにはユーザーとのコミュニケーションやWeb企
画への対応など多くの新たな可能性を秘めたサービスとなっております。

「スマホdeバス停」で実現できること
スマートフォンで認識した画像に任意のデジタル情報を付与、バス停をスマートバス停にアップ

デート！



操作画面イメージ

バス利用者にとっての利便性を向上するわかりやすい表示と情報提供

・現在時刻に即したダイヤ情報の表示や経由地、目的地の情報表示

・リアルタイムでの運行状況や遅延情報の告知

・バスロケーションシステムとの連携

・バスの利用方法やお知らせしたい情報等の表示

スマートバス停を基点とした運賃外収入や集客手段の確保

・広告掲載*1による運賃外収入の確保
・タクシー呼び出しをはじめとするグループ会社との連携によるユーザーの囲い込み

・Webマガジンの連載をはじめとするあらゆるWeb企画への対応
・年代や性別といった利用者属性データの取得

*1バス停ごとに3広告まで掲載可能

アフターコロナのインバウンド需要に対応

・多言語化によるインバウンド対応

・日本語話者以外でも直感的に使えるUI
・訪日外国人が必要とする公共交通機関の利用方法の案内

・Web企画との連動によるインバウンド向け観光コンテンツでの集客

「スマホdeバス停」を用いたビジネスモデル例
ご要望に応じてビジネスモデルをカスタマイズ



Ex.1基本モデル

自治体や事業者からサービス利用料をいただき、サービスを提供します。

自治体や事業者が収益を上げることができる媒体を提供します。

Ex.2広告代行モデル

株式会社マイキーが広告を代行し、広告費の一部を自治体や事業者にお支払いします。

自治体や事業者のリスクを軽減することができます。



「スマホdeバス停」 サービス概要

名称 : スマホdeバス停
サービス内容 :画像認識 APIを利用した情報提供サービス
初期費用 :月額利用料の1ヶ月*2
月額利用料 : 60万〜*3
契約期間 : 1年
クラウドと深層学習を活用する識別手法 : OCR(光学式文字認識)
特許 :取得出願中
サービスWebページ : https://mikey.co.jp/products/smart_busstop
*2 GTFSデータなく個別標柱時刻表に対応の場合別途コンバート費用あり
*3バス停数や路線数によって変動します。広告費の15％を支払う契約も選択可能です。

株式会社マイキーについて

Creativity makes work more exciting
スチール、ムービー、デザインをはじめとするクリエイティブ領域とブランディングや課題解決など

のビジネス領域で社会に”ワクワク！”をプラス。あなたの”ワクワク！”を実現させるお手伝いをす
る会社です。あなたと一緒に社会をもっと”ワクワク！”させていきたいと考えています。

公式Webサイト : https://mikey.co.jp/ja/
公式X (旧Twitter) : @mikey_is_mikey

本件に関するお問合せ先

名称 :株式会社 マイキー

住所 :〒227-0036神奈川県横浜市青葉区奈良町2834-1
お問い合わせフォーム : https://mikey.co.jp/ja/contact
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